
ＪＡみやぎ仙南自己改革工程表（令和７年度版）

ＪＡみやぎ仙南（以下、当ＪＡ）は、【ＪＡみやぎ仙南自己改革工程表（以下、自己改革工程
表）】を策定し、令和４年度より自己改革工程表に基づいた自己改革実践サイクルに取り組んで
おり、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を基本目標とする自己改革の
実践に向け取り組んでまいりました。

自己改革の実践に向けた組合員の意思反映と「農業振興の応援団」について
自己改革工程表では基本目標を達成するために、訪問活動を通じた組合員との対話、各種生産

部会や組合員との対話、協議の際にいただいた要望などを取り組むべき項目として位置付けてい
ます。また、准組合員加入時アンケートや准組合員モニター制度、各種利用者アンケートの際に
いただいている「地域の活性化や地域農業を応援したい」という准組合員の思いについては、
「地域や地域農業の振興を後押しする存在（農業振興の応援団）」として認識しています。今後
も、正・准組合員の利用状況を把握した上で、基本目標の実現に向け、正・准組合員が一体と
なったＪＡ運営を行いながら地域になくてはならないＪＡであり続けるため、不断の自己改革に
取り組んでまいります。

自己改革を実践するための具体的な方針
「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」を実現するため、当ＪＡでは組合員目線で必要な取

り組みについて、「売上増加・コスト低減」に分類し目標の設定・実践に取り組んでいます。ま
た、「地域活性化」に向けては、各種イベント等を開催し「農業振興の応援団」の拡大に取り組
んでいます。取り組み項目は以下のとおりです。
「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」に向けた活動
ア．米フレコン出荷の拡大を通じたコスト低減
イ．みやぎ仙南の仙台牛ブランドの確立
ウ．生産販売マッチングによる園芸作物生産面積の拡大
エ．大型規格農薬の普及拡大によるコスト低減（水田除草剤）

「地域活性化」に向けた活動
ア．７地区支店協同活動 イ．くらしの活動 ウ．女性部・青年部食農教育活動

自己改革を支える経営基盤の確立・強化の取り組みについて
令和６年度末の販売品販売高は、前年度実績85億22百万円に対し89億14百万円となりました。
当ＪＡでは独自にシミュレーションを実施しており、現状のまま事業改革を進めなかった場合

の今後５年間の成行きについてシミュレーションでは、事業利益の減少が懸念される結果となっ
ております。これまで行ってきた自己改革は事業成果への貢献はあったものの、事業利益減少の
要因は依然としてＪＡ全体の収支構造にあり、事業総利益の減少ペースが事業管理費の減少ペー
スを上回る見通しとなっています。
この状況を改善するため、全ての事業において事業利益の維持・拡大に向けた取り組みを進め

る必要があります。当ＪＡでは、健全で持続性のある経営を確保するため、経営基盤強化に向け
一層の費用削減と収益構造の改善に取り組んでまいります。



農業者の所得増大・農業生産の拡大

地域の活性化

重点目標 成果指標・目標値

農業振興の応援団の拡大

令和４年度
実績

各種イベント参加
延べ 1,860人

項目 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

実績 目標 実績 目標 実績 目標

正組合員への
個別訪問件数（人数） 3,887人 10,000人 4,514人 10,000人 9,376人 10,000人

准組合員加入時
アンケート（回収率）

回収率
93.2％

回収率
90％

回収率
83.8％

回収率
90％

回収率
92.2％

回収率
90％

准組合員モニター制度
（意見提出人数） 70人 70人 57人 70人 52人 70人

対話・意思反映

対象者：担い手経営体や中核的担い手など

令和４年度 実績 フレコン出荷9,456ｔ 30kgあたり122円

想
定 コスト低減効果

令和５年度 令和６年度 令和７年度

目標 実績 目標 実績 目標

9,600
t

9,844
t

9,800
t

8,554
t

10,000
t

対象者：必要とする全ての組合員

令和４年度 実績 2,836ha

想
定 コスト低減効果

経営基盤の確立・強化

事業管理費の圧縮に向けた不稼働資産の流動化

令和４年度
実績

売却・賃貸等による土地・建物の流動化
９件

令和５年度 令和６年度 令和７年度

目標 実績 目標 実績 目標

３件 ４件 3件 ３件 ３件

対象者：担い手経営体や中核的担い手など

令和４年度 実績 仙台牛格付率73％ 枝肉１kgあたり300円

想
定 売上増加効果

対象者：中核的担い手や多様な担い手など

令和４年度 実績 園芸作付面積222ha
（主要11品目）

10ａあたり250千円

想
定 売上増加効果

10ａあたり100〜500円

継続

継続

令和５年度 令和６年度 令和７年度

目標 実績 目標 実績 目標

73% 73% 73% 75% 75%

令和５年度 令和６年度 令和７年度

目標 実績 目標 実績 目標

240
ha

224
ha

245
ha

226.3
ha

250
ha

令和５年度 令和６年度 令和７年度

目標 実績 目標 実績 目標

2,900
ha

2,588
ha

2,950
ha

2,590
ha

3,000
ha

令和５年度 令和６年度 令和７年度

目標 実績 目標 実績 目標

2,000
人

3,090
人

2,000
人

2,706
人

2,000
人

継続

継続

大型規格農薬の普及拡大によるコスト低減（水田除草剤）

生産販売マッチングによる園芸作物生産面積の拡大

みやぎ仙南の仙台牛ブランドの確立

米フレコン出荷の拡大を通じたコスト低減


